
平成 25 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 

教科目名 政治経済 担当教員 中村 史信（非常勤） 

学年学科 ３年 Ａ学科 通年 必修 ２単位  

学習・教育目標 （A－1）100％   

授業の目標と期待される効果： 
 
当教科の目標は、現代の日本が直面する様々

な問題について基本的な知識を習得し、理解と
関心を深めるとともに、社会に参画する市民た
るに必要な思考・判断力を育てることにある。 
① 現代社会を生きるために必須の社会 
的知識を広げる。 
② 現代の世界および日本が直面する諸 
問題について正しく理解する。 
③ 社会的諸問題について論理的に思考 
し表現する力を養う。 
④ 市民として主体的に社会参画する自 
覚を高める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成績評価の方法： 
  

以下の総得点５００点に占める得点率で最終評価を行なう。 
前期：中間試験１００点＋期末試験１００点＋課題提出５０点 
後期：中間試験１００点＋期末試験１００点＋課題提出５０点 
 
 

達成度評価の基準： 
 
以下に示す要素がどの程度満たされているか、試験および課題で評

価する。各要素の成績評価に対する重みは均等であることとする。 
①社会的事象全般に関する正しい知識を習得できたか。 
②現代の世界および日本が直面する諸問題について正しく理 
解することができたか。 
③社会的諸問題について論理的に思考し表現することが可能 
となったか。 
④市民として主体的に社会参画する自覚を高めることはでき 
たか。 

授業の進め方と留意事項： 
 
授業は講義形式でおこなう。必要に応じて適宜プリント類を配布するほか、ＤＶＤ等を活用する。時事的な問題つい

ても採り上げていく予定であるので、日常的に新聞等に目を通す習慣をつけて欲しい。 
 
 
教科書および参考書： 
 
『資料政経 2013』（東学）を教材として使用する。その他、必要に応じてプリント等を配布する。参考書は適宜授業 
中に紹介していく。 
 
 
授業の概要と予定：前期  

第 １回：イントロダクション 
第 ２回：現代国際政治の動向と課題 
第 ３回：国際社会と国際法 
第 ４回：国際連合の成立とその由来 
第 ５回：国際法と戦争責任・戦争犯罪 
第 ６回：核軍縮をめぐる問題 
第 ７回：現代の国際紛争 
第 ８回：               中間試験 
第 ９回：国際政治のなかの日本 
第１０回：日本国憲法をめぐる諸問題 
第１１回：日本国憲法の制定とその基本的性格 
第１２回：基本的人権①自由権的基本権 
第１３回：基本的人権②社会権的基本権、平等権 
第１４回：平和主義①戦力の放棄 
第１５回：平和主義②自衛隊と日米安保 

期末試験 
第１６回：フォローアップ（期末試験解答の解説など）                    



授業の概要と予定：後期 
第１７回：現代日本政治の動向 

第１８回：国会と政党 

第１９回：議院内閣制と行政 

第２０回：司法制度 

第２１回：地方自治 

第２２回：マスメディアと世論 

第２３回：経済とは何か 

第２４回：               中間試験  

第２５回：修正資本主義と新自由主義 

第２６回：戦後日本経済の歩み① 

第２７回：戦後日本経済の歩み② 

第２８回：労働者の権利と雇用 

第２９回：社会保障制度 

第３０回：環境・エネルギー問題 

第３１回：人口・食糧問題 

               期末試験                       

第３２回：フォローアップ（期末試験解答の解説など） 

 


